
オフィスや工場での夏本番に向けて必須
パ
ソ
コ
ン
な
ど
省
電
力
性
ア
ピ
ー
ル

ＩＴ各社の取り組み

　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
Ｉ
Ｔ
機
器

は
オ
フ
ィ
ス
の
中
で
多
く
の

電
力
を
消
費
す
る
た
め
、
企

業
が
真
っ
先
に
節
電
に
取
り

組
む
対
象
に
な
る
。
Ｉ
Ｔ
各

社
は
４
月
以
降
に
発
売
し
た

法
人
向
け
新
モ
デ
ル
で
、
使

用
し
な
い
時
間
帯
の
待
機
電

力
を
減
ら
せ
る
な
ど
の
省
電

力
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。

☆
★
☆

　
あ
る
大
手
メ
ー
カ
ー
は
使

用
者
の
在
席
と
離
席
を
感
知

す
る
セ
ン
サ
ー
を
法
人
向
け

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
新
モ
デ

ル
に
搭
載
。
席
を
離
れ
る
と

モ
ニ
タ
ー
の
電
源
を
自
動
的

に
落
と
せ
る
。

　
別
の
大
手
メ
ー
カ
ー
は
法

人
向
け
ノ
ー
ト
の
新
モ
デ
ル

で
、
電
源
オ
フ
時
や
休
止
状

態
時
に
必
要
以
上
に
電
力
を

供
給
し
な
い
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ

ー
を
用
意
し
た
。
ま
た
、
設

定
し
た
時
間
帯
に
自
動
的
に

Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
か
ら
の
電

力
供
給
を
止
め
、
バ
ッ
テ
リ

ー
運
用
に
切
り
替
え
ら
れ
る

無
償
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
配
布

し
て
い
る
。

　
時
間
帯
ご
と
に
「
ス
リ
ー

プ
」
や
休
止
状
態
な
ど
細

か
く
設
定
で
き
る
管
理
ソ
フ

ト
を
搭
載
し
た
新
モ
デ
ル
を

発
売
し
た
の
は
あ
る
外
資
系

メ
ー
カ
ー
。
モ
ニ
タ
ー
で
実

際
の
電
力
消
費
の
推
計
値
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
オ
フ
ィ
ス
全
体
や
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー

Ｄ
Ｃ

の
節
電

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｉ
Ｔ

企
業
も
出
始
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
自
社
の
監
視
・
通

報
シ
ス
テ
ム
と
他
社
の
電
力

量
監
視
機
器
を
連
携
。
コ
ン

セ
ン
ト
と
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

間
に
監
視
機
器
を
設
置
し
、

電
力
使
用
量
が
設
定
し
た
上

限
値
に
近
づ
く
と
、
メ
ー
ル

な
ど
で
電
力
管
理
者
に
通
知

す
る
。
管
理
者
が
電
力
使
用

量
を
逐
一
監
視
す
る
手
間
を

抑
え
ら
れ
る
。
オ
フ
ィ
ス
全

体
で
は
な
く
、
電
力
使
用
量

が
多
い
エ
リ
ア
の
み
で
も
導

入
で
き
る
。

　
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
パ

ソ
コ
ン
の
電
力
使
用
量
を
見

え
る
化
す
る
ツ
ー
ル
な
ど
を

提
供
し
て
い
る
企
業
も
あ

る
。
目
標
数
値
に
ど
れ
だ
け

近
づ
い
て
い
る
か
従
業
員
が

わ
か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

節
電
へ
の
意
欲
を
高
め
る
。

蛍
光
灯
に
反
射
効
率
を
高
め

る
板
を
取
り
付
け
て
本
数
を

間
引
く
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
以
外
の

節
電
対
策
も
合
わ
せ
て
提
案

し
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｃ
向
け
の
節
電
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
サ
ー
バ
ラ
ッ
ク
内
の
気

流
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
高
い
熱
を
放
出
し
て
い

る
箇
所
を
改
善
す
る
ほ
か
、

気
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
冷
却
効
率
を
高
め
た
サ

ー
バ
室
を
構
築
す
る
。
こ
れ

ら
に
よ
り
空
調
の
使
用
電
力

を
従
来
よ
り
２
割
ほ
ど
削
減

で
き
る
と
い
う
。

節電対策機器・ソリューション
夏
本
番
を
迎
え
、オ
フ
ィ
ス
街
で
は

軽
装
で
行
き
交
う
人
が
増
え
て
き
た

　
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
発
生
し
た
、
東
京
電
力
と
東
北
電
力
の
供
給
力

不
足
。
両
管
内
の
企
業
は
、
突
然
の
大
停
電

ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
や
計
画
停
電
を
回
避
す
べ
く
政
府
が
求
め

る

％
の
節
電
対
策
を
始
め
て
い
る
。
ま
た
大
震
災
以

後
、
全
国
各
地
で
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
率
が
低
下
。

電
力
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
夏
場
に
向
け
、
効
果
的
な
節
電

の
必
要
性
は
全
国
に
拡
大
し
て
い
る
。

７
月
１
日
、
電
気
事
業
法
条
発
動
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大
震
災
後
、
政
府
は
東
電

の
電
力
供
給
能
力
不
足
か
ら

や
む
な
く
実
施
し
た
計
画
停

電
で
、
東
日
本
エ
リ
ア
が
大

混
乱
し
た
こ
と
を
重
大
視
。

５
月

日
に
決
定
し
た
「
夏

期
の
電
力
需
給
対
策
」
で

は
、
東
京
・
東
北
電
力
管
内

に
お
い
て
計
画
停
電
を
「
不

実
施
の
原
則
」
と
す
る
こ
と

を
柱
に
企
業
や
家
庭
を
問
わ

ず

％
節
電
へ
の
理
解
を
求

め
た
。
節
電
の
ポ
イ
ン
ト
は

夏
場
の
電
力
ピ
ー
ク
と
な
る

７
―
９
月
の
９
―

時
。
こ

の
時
期
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に

向
け
、工
場
の
生
産
シ
フ
ト
、

オ
フ
ィ
ス
の
空
調
や
照
明
の

見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

◇
　
◇

　
政
府
は
東
京
・
東
北
電
力

管
内
で
、
契
約
電
力
５
０
０

以
上
の
大
口
需
要
家
に

一
定
条
件
を
示
し
た
上
で
、

７
月
１
日
か
ら
電
気
事
業
法

第

条
に
よ
る
「
電
気
の
使

用
制
限
」
を
発
動
す
る
。

％
削
減
し
た
電
力
量
を
使
用

上
限
に
設
定
し
法
的
拘
束
力

を
持
た
せ
る
。
５
０
０

未
満
の
小
口
需
要
家
は

条

を
適
用
し
な
い
も
の
の
、
自

主
的
節
電
計
画
の
策
定
と
実

行
を
要
請
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
は
両
管
内
の
小
口
需
要

家
向
け
に
は
、
専
門
家
が
個

別
相
談
や
出
張
説
明
会
を
行

う
「
節
電
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

を
実
施
し
て
、
中
小
・
零
細

企
業
の
節
電
計
画
策
定
を
後

押
し
す
る
。

　
今
回
の
節
電
要
請
は
省
エ

ネ
と
違
い
各
社
に
対
し
て

「
実
質
的
な
使
用
制
限
を
か

け
る
」

エ
ネ

庁

も
の
で
、

復
興
の
原
動
力

で
あ
る
産
業
活

動
を
阻
害
し
か

ね
な
い
。
エ
ネ

庁
は
き
め
細
か

な
対
応
策
を
示

し
つ
つ
、
産
業

へ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
夏

本
番
に
備
え
て

い
る
。

　
大
口
需
要
家

の
動
き
で
は
完

成
車
メ
ー
カ
ー
が
業
界
を
挙

げ
て
木
曜
、
金
曜
日
の
工
場

稼
働
を
原
則
停
止
し
休
日
と

し
、
土
日
に
生
産
す
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
た
。
そ
の
上

で
一
部
完
成
車
メ
ー
カ
ー

が
、
休
日
も
平
日
の
７
割
程

度
の
稼
働
率
で
生
産
す
る
可

能
性
を
示
し
た
。
こ
う
し
た

動
き
に
つ
い
て
日
本
自
動
車

工
業
会
の
志
賀
俊
之
会
長

日
産
自
動
車
最
高
執
行
責

任
者

は
「
休
日
シ
フ
ト
で

す
で
に
大
規
模
な
節
電
に
な

っ
て
い
る
」
と
し
、

％
節

電
は
達
成
で
き
る
見
通
し
。

　
生
産
設
備
が
消
費
電
力
全

体
の
４
―
６
割
を
占
め
る
製

造
業
に
と
っ
て
「
生
産
シ
フ

ト
の
節
電
効
果
は
大
き
い
」

と
エ
ネ
庁
担
当
者
は
解
説
す

る
。
車
メ
ー
カ
ー
の
よ
う
に

休
日
シ
フ
ト
を
行
わ
な
く
て

も
、
９
時
前
の
早
朝
や

時

以
降
の
深
夜
に
一
部
の
工
程

を
シ
フ
ト
す
る
だ
け
で
も
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
に
貢
献
で
き

る
。
ま
た
、
消
費
電
力
の
多

い
熱
処
理
装
置
で
は
「
断
熱

の
工
夫
に
よ
り
電
力
量
を
抑

え
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
細
か

な
勘
所
を
、
エ
ネ
庁
が
用
意

し
た
「
節
電
行
動
計
画
記
入

説
明
書
」
に
盛
り
込
ん
だ
。

◇
　
◇

　
夏
場
、
最
大
ピ
ー
ク
時
に

電
力
負
荷
が
高
ま
る
の
は
実

は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
。
営
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
業
務

部
門
の
小
口
需
要
家
の
割
合

も
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

時

時
点
で
は
７
―
９
割
に
高
ま

る
。
同
部
門
の
電
力
消
費
は

空
調
や
照
明
が
６
―
９
割
を

占
め
る
。
照
明
を
間
引
く
こ

と
が
節
電
に
つ
な
が
る
ほ
か

「

発
熱
に
よ
る
建
物
の

熱
負
荷
も
下
が
る
」

エ
ネ

庁

の
で
空
調
負
荷
も
下
が

る
。
地
道
な
対
策
だ
が
、
こ

う
し
た
取
り
組
み
が
今
夏
の

日
本
を
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
か

ら
守
る
手
だ
て
と
な
る
。


